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呉
淑
儀
サ
リ
ー

日
本
海
横
断
航
路

　
　
　
―
そ
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
―

中
国
の
日
本
海
側
の
国
際
輸
送
航
路
と
し
て
こ
れ
ま

で
、
琿
春
―
ザ
ル
ビ
ノ
（
ロ
シ
ア
）
―
束
草
（
韓
国
）

と
い
う
航
路
と
、延
吉
―
羅
津
（
北
朝
鮮
）
―
釜
山
（
韓

国
）
の
二
つ
が
営
業
運
航
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
九

年
六
月
に
は
新
た
に
、琿
春
（
中
国
）
― 

ザ
ル
ビ
ノ
（
ロ

シ
ア
）
― 

束
草
（
韓
国
）
― 

新
潟
と
い
う
日
本
、
ロ

シ
ア
と
韓
国
を
船
で
結
ぶ
日
本
海
横
断
航
路
の
営
業
運

航
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
航
路
は
、
中
国
に
お

い
て
、
日
本
海
に
入
る
最
短
の
ル
ー
ト
と
な
る
。
果
た

し
て
こ
の
新
航
路
は
、
日
本
と
中
国
と
の
間
の
物
流
を

変
え
、
日
中
間
に
お
け
る
一
番
の
玄
関
口
と
な
る
可
能

性
は
あ
る
の
か
。
以
下
に
お
い
て
、
新
航
路
が
も
た
ら

す
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

吉
林
省
は
中
国
の
内
陸
部
に
位
置
し
て
お
り
、
沿
海

部
と
比
較
し
て
経
済
発
展
が
遅
れ
た
た
め
、
進
出
し
て

い
る
日
本
企
業
は
ま
だ
少
な
い
が
、
鉄
道
や
自
動
車
な

ど
の
製
造
業
が
発
展
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
中
国
最

大
手
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
「
第
一
自
動
車
グ
ル
ー
プ
」

の
企
業
城
下
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
世
界
経
済
不
況
の
影
響

　
海
の
道
が
拓
く
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

　
琿
春
は
中
国
の
新
た
な
主
役
都
市
と
な
れ
る
の
か

で
日
欧
米
な
ど
先
進
諸
国
の
自
動
車
販
売
台
数
が
伸
び

悩
む
中
、
中
国
吉
林
省
長
春
市
に
本
社
を
置
く
中
国
第

一
自
動
車
グ
ル
ー
プ
は
〇
八
年
で
、
十
二
万
台
の
乗
用

車
を
製
造
し
て
、
前
年
比
で
四
十
五
％
増
、
売
上
に
し

て
約
三
〇
〇
〇
億
円
を
達
成
し
、
工
場
は
フ
ル
稼
働
を

続
け
る
と
い
う
好
況
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
。
第
一
自
動

車
で
は
、
ト
ヨ
タ
、
マ
ツ
ダ
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

な
ど
の
外
資
と
合
弁
し
、
工
場
で
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
車

と
外
資
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
車
と
を
同
じ
ラ
イ
ン
で
製

造
し
て
い
る
。
第
一
自
動
車
の
工
場
で
使
わ
れ
て
い
る

部
品
の
多
く
は
日
本
か
ら
輸
入
し
て
い
る
た
め
、
中

国
自
動
車
産
業
の
好
調
は
、
日
本
の
部
品
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
も
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
に
は
、
マ
ツ
ダ
車
に
関
連
す
る
部
品
だ

け
で
コ
ン
テ
ナ
に
換
算
す
る
と
五
〇
〇
〇
個
分
、
約

七
〇
〇
億
円
分
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

現
在
、
中
国
の
自
動
車
市
場
は
競
争
激
化
の
一
途
を

た
ど
り
、
消
費
者
は
品
質
だ
け
で
な
く
、
よ
り
早
い
納

車
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
部
品

を
仕
入
れ
る
リ
ー
ド
タ
イ
ム
も
で
き
る
限
り
短
縮
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
部
品
調
達
に
つ
い

て
考
え
た
と
き
、物
流
に
関
し
て
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

吉
林
省
が
中
国
内
陸
に
位
置
し
、
物
流
面
に
お
い
て
コ

ス
ト
と
時
間
で
沿
海
地
域
よ
り
も
不
利
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
中
国
東
北
地
方
は
、
日
本
海
の
玄
関
口

を
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
に
遮
ら
れ
て
い
る
た
め
、
中
国
東

北
地
方
の
貨
物
を
日
本
へ
輸
送
す
る
場
合
、
陸
路
で
大

連
に
集
め
ら
れ
、
海
路
で
渤
海
、
黄
海
・
日
本
海
を
経

由
す
る
ル
ー
ト
を
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト
だ
と

十
日
前
後
を
要
し
て
し
ま
い
、
輸
送
の
時
間
と
コ
ス
ト

で
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
中
国
東
北
地
域
と
日
本
は
距
離
的
に
近
い
割
に

は
遠
い
関
係
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
日
中
貿
易
の
中
心
は
太
平
洋
側
に
あ
っ
た

が
、
今
後
は
日
本
海
側
を
中
心
と
し
た
貿
易
が
発
展
す

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
希
望
の
星
と
な
る
の
が
、
日
本

海
横
断
航
路
の
開
通
で
あ
る
。
新
た
に
開
通
す
る
輸
送

ル
ー
ト
の
全
長
は
八
〇
〇
海
里
で
、
ま
ず
新
潟
港
か
ら
、

韓
国
と
ロ
シ
ア
を
経
由
し
て
Ｖ
型
に
海
路
を
運
行
し
、

そ
し
て
ロ
シ
ア
の
ザ
ル
ビ
ノ
港
か
ら
中
国
琿
春
ま
で
を

陸
路
に
し
て
約
70
ｋ
ｍ
を
結
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ト
で
は
、
ロ
シ
ア
で
の
関
税
を
免
除
さ
れ
る
と

い
う
優
遇
措
置
も
あ
る
。

琿
春
市
は
朝
鮮
族
自
治
州
内
に
位
置
し
、
町
に
は
ハ

ン
グ
ル
語
と
ロ
シ
ア
語
の
看
板
が
溢
れ
、
ロ
シ
ア
人
の

姿
も
多
く
み
ら
れ
る
。

日
本
海
横
断
航
路
の
開
通
を
見
越
し
て
、
現
在
、
琿

春
で
は
日
本
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
香
港
な
ど
大
規
模
な

工
業
団
地
の
建
設
が
進
ん
で
お
り
、
入
居
企
業
に
は
減

税
な
ど
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
。
日
本
工
業
区
の
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広
大
な
土
地
に
進
出
企
業
は
ま
だ
な
い
が
、
地
理
的
に

は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
場
所
で
あ
る
。
今
後
こ
の
広

大
な
工
業
区
に
日
系
な
ど
の
外
資
企
業
を
多
く
誘
致
で

き
れ
ば
、新
航
路
の
成
功
に
結
び
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
先
駆
け
て
琿
春
に
進
出
し
た
日
本
企
業
が
あ

る
。
そ
れ
は
、岐
阜
県
の
高
級
婦
人
服
メ
ー
カ
ー
の
「
小

島
衣
料
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
小
島
衣
料
は
上
海
な
ど

を
中
心
と
し
た
沿
海
地
域
で
生
産
拠
点
を
設
け
て
き
た

が
、
沿
海
地
域
で
は
労
働
コ
ス
ト
が
急
上
昇
し
、
若
い

人
材
が
サ
ー
ビ
ス
業
へ
移
る
傾
向
が
強
ま
り
、
製
造
業

で
は
従
業
員
不
足
の
問
題
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
〇
六

年
に
琿
春
で
新
工
場
設
立
を
決
断
さ
れ
た
。
こ
の
地
域

で
は
、
安
価
な
人
件
費
と
安
定
し
た
雇
用
が
見
込
ま
れ
、

さ
ら
に
、
日
本
語
を
話
せ
る
人
材
の
豊
富
さ
も
大
き
な

魅
力
で
あ
る
。
小
島
衣
料
で
は
日
本
か
ら
中
国
に
原
材

料
を
輸
入
し
、
こ
こ
で
生
産
し
た
衣
料
を
全
て
日
本
に

輸
出
し
て
い
る
。
小
島
衣
料
も
大
連
港
ル
ー
ト
の
物
流

を
使
っ
て
お
り
、
税
関
を
含
め
て
往
復
で
約
十
五
日
間

か
か
る
と
い
う
。
も
し
、
新
航
路
を
利
用
す
る
と
往
復

六
日
間
に
短
縮
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
新
航
路
を

徐
々
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

日
本
海
航
路
を
利
用
で
き
れ
ば
、
物
流
コ
ス
ト
が
削

減
で
き
る
た
め
、
今
後
、
労
働
コ
ス
ト
が
多
少
高
く

な
っ
た
と
し
て
も
競
争
力
で
優
位
に
た
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
小
島
衣
料
の
関
係
者
は
新
航
路
に
対
す
る

期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
発
展
が
遅
れ
た
内
陸
の
小
さ
な
町
―
琿
春
に
は
、

国
境
に
位
置
す
る
と
い
う
利
点
を
活
か
し
た
産
業
も
生
ま

れ
て
い
る
。「
琿
春
藍
宝
石
木
業
」
は
そ
の
先
駆
的
企
業

で
あ
る
。
琿
春
元
宝
山
木
業
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
材
木
を
輸

入
し
、
そ
れ
を
加
工
し
た
割
り
箸
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。

こ
の
琿
春
で
作
ら
れ
た
割
り
箸
は
日
本
向
け
に
輸
出
さ

れ
、
吉
野
家
を
は
じ
め
と
し
た
外
食
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
販

売
さ
れ
、
日
本
で
使
わ
れ
る
割
り
箸
の
約
十
％
を
占
め

て
い
る
と
い
う
。
琿
春
藍
宝
石
木
業
は
〇
八
年
に
大

連
か
ら
移
転
し
て
き
た
が
、
社
長
に
そ
の
理
由
を
尋

ね
る
と
「
琿
春
は
ロ
シ
ア
と
距
離
的
に
近
く
、
原
材

料
の
輸
入
で
大
き
な
利
点
が
あ
る
」
と
語
ら
れ
、
加

工
区
に
工
場
を
構
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
輸
出
入
で

免
税
の
優
遇
を
受
け
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

琿
春
で
は
、
こ
の
よ
う
な
利
点
を
活
か
し
て
、
家
具
の
製

造
も
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

す
で
に
ロ
シ
ア
ザ
ル
ビ
ノ
港
の
日
本
海
横
断
航
路
は

開
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
物
流
量
が
ま
だ
僅
か
し
か
な

い
と
い
う
。
コ
ス
ト
や
利
便
性
な
ど
様
子
見
を
し
て
い

る
企
業
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
新
航
路
は
日
本
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
、
中
国
と
い
う
数
カ
国
に
跨
っ
て
の
事
業
で
あ

り
、
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
本
と
中
国
だ

け
で
な
く
、
中
国
と
ロ
シ
ア
、
日
本
と
ロ
シ
ア
、
ロ
シ

ア
と
韓
国
、
日
本
と
韓
国
と
い
う
四
カ
国
間
で
の
交
渉

と
な
り
、
非
常
に
手
間
の
か
か
る
事
業
と
な
る
。
一
方
、

新
航
路
で
物
流
量
が
増
え
て
軌
道
に
乗
れ
ば
、
そ
の
経

済
効
果
は
年
間
159
億
円
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
新

航
路
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
期
待
が
か
か
っ

て
い
る
。

　
日
本
海
横
断
新
航
路
の
よ
う
に
、
物
流
を
距
離
的
、

時
間
的
に
短
縮
で
き
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
や
環
境
負
荷

の
削
減
に
も
、
利
点
が
多
い
。
し
か
し
、
産
業
の
集
積

と
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
鶏
と
卵
の
例
え
で
言
え
ば
、

常
に
ど
ち
ら
が
先
か
と
い
う
悩
み
も
あ
る
。
ま
ず
、
物

流
を
先
に
整
備
す
れ
ば
、
様
々
な
産
業
が
集
積
さ
れ
て
、

そ
の
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
。
琿
春
市
で
も
新
航
路
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
も
産
業
が
集
積
し
始
め
る
初
期

段
階
に
お
い
て
は
、
ヒ
ト
も
モ
ノ
も
あ
ま
り
活
発
に
動

か
な
い
た
め
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
赤
字
が
続
く
こ
と
が

多
い
。
黒
字
化
す
る
ま
で
は
、
地
域
を
支
え
る
仕
組
み

と
集
積
効
果
を
高
め
る
仕
組
み
の
両
方
を
同
時
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
い
か
に
短

期
間
で
企
業
を
誘
致
し
集
積
を
さ
せ
て
い
く
か
が
成
功

の
カ
ギ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
今
回
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
現
場
で
の
聞
き
取
り
調

査
の
際
、
関
係
者
か
ら
、
船
舶
の
チ
ャ
ー
タ
ー
契
約
の

手
続
き
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
す
ぐ
に
運
航
が
休
止

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
日
本
海
横
断
航

路
は
軌
道
に
乗
せ
て
、
安
定
し
た
運
航
が
で
き
、
採
算

も
と
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
事
業
は
三
カ
国
、
四
カ
国
間
で
の
交
渉
が
必
要
と

な
り
、
成
功
さ
せ
る
に
は
今
後
も
多
く
の
難
題
を
乗
り

越
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
大
き
く

発
展
が
期
待
さ
れ
る
中
国
東
北
地
域
と
日
本
を
結
ぶ
最

短
ル
ー
ト
で
あ
る
新
航
路
に
中
国
や
日
本
の
企
業
も
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
新
航
路
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
、
今
後
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

（
う
ん
そ
く
い
ー
さ
り
ー
・
亜
細
亜
大
学
経
営
学
部

準
教
授
）

　
鶏
と
卵
、
ど
っ
ち
が
先
か
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